

















然としたイメージながらも、ある種の構想と使命感を持って移動したことは確かで、それは、ウンベルト・エーコが一九七一年にボローニャ大学に創設した「ＤＡＭＳ」 （Ａ美術、Ｍ音楽、Ｓ映画演劇） 、つまり、芸術系の専門分野を包括した総合芸術学科 （Ｄ） で 。一九九四年から翌年にかけて、 在外研修でボローニャ大学を訪れた際、 エーコの授業にも参加させてもらった 、私の勝手な解釈によれば、トリノ大学で専攻した美学の理論を活かし、あらゆる芸術作品を「美的テクスト（メッセージ） 」と位置づけながら 記号論的分析（あるい 解釈）の可能性とその限界を講じていたように思われる。ただ、ベストセラー作家としての知名度が災いしてか、正規の学生以外の受
講者も多く、講義室は常に熱気と人いきれで溢れていたが、自分も含め、その授業の内容を理解できる者がどれだけいたかは定かでない。
創設初年度の「アート・メディア論」は、美術史学、演劇学、映像論、記号論を担当するスタッフで構成されて
いるので、 「ＤＡＭＳ」の「Ｍ（音楽） 」が欠けていることになる。エーコが興味を示す「音楽」というのは、演奏者に 「即興」 も含めた自由裁量が認められた現代音楽で、 参考のために作品を例示すると、 『ピアノ曲第十一番』 （カールハインツ・シュトックハウゼン） 、 『フルート独奏のための手順』 （ルチアーノ・ベリオ） 、 入れ替え』 （アンリ・プスール） 、 『ピアノ・ソナタ第三番』 （ピエール・ブーレーズ）などであるが、楽器の演奏とは無縁の者に、その概要を読み取って紹介するだ でも汗だくの状態である。 だ、今春から開講してい 「メディア文化 記号論」と題した授業には、専攻の院生以外に、美術史学 美学・文芸学、それに音楽学・演劇学の学部生と院生も受講しているので、芸術系の学生に エーコの理論を手ほどきできれば」という役割は 何とか果 せているのではないか、と自分で自分 慰めてはいるものの、正直なところ、学生時代に辞書を片手 四苦八苦 読んだエ コの著作を再読しながら、毎週の教材準備 追われている。『開かれた作品』 （一九六二年）と『不在の構造』 （一九六八年）は、エーコにとっての「研究の始点」ともいうべき作品で、前者は三十歳のときに書き著した である。いずれのタイトルも、象徴的な一種の「謎かけ」であり、しかも、 「この謎を解く鍵は こ タイトル 隠さ 」 いうエーコ特有の言葉遊びでもある。考えみれば 「入口の扉がどこにもなく 構造そのものが不在 作品」など存在するはずはない。事実、彼自身が告白しているように、 あくまでも 「仮説モデル」 であり、 「理論と実践」 という決まり文句のような命題を解くための 「ミッ
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ション・インポッシブル」 （ 「おはよう、ヘルプス君、今回の君の任務は、自らの手で架空の迷宮を構築し、そこに潜入して破壊したのち、そこから無事脱出すること」 ）なのである。
最後に、 「アート・メディア論」に課せられた使命とは、何なのか。大それた疑問符を解消することは字義どお





re, 15 gennaio 1983 ） 。
教員は、より良き材料の選別と補給に専念し、学生は、それらの材料を混合（配合）することによって独創的な





里で暮らす人たちを表現できればどんなにすばらしいだろう。紙と筆があれば作品ができるというシンプルさも魅力だ。北野武監督の最新作『アキレスと亀』の売れない画家や、加藤登紀子が歌う『百万本のバラ』で、恋した女優が泊まるホテルの前 広場を赤いバラで埋め尽くした貧 絵描きなど、どこかロマンがあっていい。芭蕉や一茶の人生もボヘミアン 典型のようで惹か る。
昨年、東京で東山魁夷の絵画展に行った。魁夷は旅する画家であり、出品された北欧の森と湖の絵や、ドイツの
教会のある町の風景は、私にもなじみ深く、懐かしく感じられた。青や緑を基調とした色取りや構図にも魅せられた。魁夷が狭義 リアリズムの画家でないことは代表作『道』などを見てもわかる。山を描いた一枚の絵 表れた滝は、 画家のフィクションだという。ここに滝があればどんなに美しい風景に るか考えたと うのだ。画家のファンタジーが想像を創造へと押し上げた。
演劇の魅力はこの創造部分、プラスαの部分が大きいことだ。作者と観客の間に、演出家や俳優 い 伝達者











作家ハウプトマンの傑作悲劇を現代の日本によみがえらせたし、岡田利規、原作・演出のチェルフィッチュ 『三月の５日間』は、コミュニケーション言語を叙事詩的、身振り的に転換してみせた。こうした変容の美学に一度でも心動かされたものは、劇作品を板の上に乗せるプロセスに関わ 、自ら演劇を動かし みたいという衝動 駆られるだろう。
私が現在、アート・メディア論で行っている「実践芸術論」の講義・演習「ドイツ演劇を上演する」は、演劇作
品を読むことから始め、上演に結びつけるプロセススタディである。芸術の実践的な側面に一歩踏み込んで演劇作品を考察し、 上演コンセプトを作り上げていく。今年度は近畿大学文芸学部の舞台芸術専攻の学生と連携し、 ビューヒナーの『ヴォイツェク』を上演する作業を進めている。学生には演劇実習を課しているが、創造の現場に入って理論面から上演 サポートし、実践に連動させる仕事が待っている。
緻密な戯曲分析はもちろんのこと、こうした分析に比べ理論的把握が不十分な舞台上演のディスクールを深める








ピーター・ブルックは「何もない空間」として演劇を定義しましたが、空間に何もないということはありえない話です。空間であるために 、 かしらそこに時間や記憶、また文化的な刻印や政治や社会の含みがいくらかは反映されているはず す。さしあたりそれを劇場の環境と呼ぶとしたら、 それは劇の上演と無関係ではなくなるはずです。
例えば台湾は台北市の、そのほとんど中心部の市街地にある小劇場があります。この劇場は、広い玄関とスタジ
オ（稽古場）と会議室を併せ持つ、ブラックボックス型の劇場です。文字通り街角にあり、入り すい、明るい小劇場です。つまり一見普通の小劇場とかわり せんが、実はこの劇場は普通の劇場とは大い 異なるものでした。
この劇場は、戦前、つまり日本の統治時代の警察の交番でした（写真１） 。よく見ると玄関先には日本でもおな
じみの赤くて丸い外灯がついています。そして何よ 驚いたのは、当時 留置所が 場内にそのまま残っていることです。さらには劇団はしばしばそれを効果的に舞台裏として利用しているこ です。留置所は木製の牢の部屋なのですが、見よう よれば、縦縞の美し 小部屋に見えます。 かしそれが統治時代の留置所であることは、例えば楽屋に 「般若心経」 が飾られていることでも明らかです。ここで命を落とした人へのせ てもの弔いの徴なのです。
このような劇場で上演されるとその場所性は劇の解釈に影響を与えることでしょう。ここで仮に『ハムレット』
が上演されたとして、 「デンマークは牢獄だ」と主人公が語るときその牢獄の含意は大きく膨らむはずです。いは清水邦夫『 』が上演されるとすれば、幽霊となって楽屋に住み着いている女優たちが過去 話を繰り広げ
る時、ここの楽屋は豊かな記憶の磁場に変化することでしょう。
このことは何も演劇作品に限らないのではないかと考えられます。同じく台湾の例で考えてみましょう。台北か








学生たちとのコンパの二次会で盛り上がった話題がある。 「スライド」 である。あの、 紙やプラスティックのフレー
ムに入った三六ミリ・カラースライドである。
私が小学生の時、小型スライド映写機を父親が大事そうに買ってきた。わざわざスライド・フィルムで撮影した




イントになった。しかし、まだ歴史本に刻まれていないアナログのメディアやツールは学生にとってはきわめて新鮮らしい。スライドの話やら スライド・ビューワー（一人でスライドを見る箱のようなもの）の話や、和文タイプやマニュアル・タ プライターの話など、その他、ありとあらゆるマニアックな旧メディアの話をオジサンたちは得意げに、延々と語り続けた。どうやら、馴染み ないメディアは、新旧を問わず、メディアとして意識され興味をそそるらしい……。いや、あるいは そこにいた学生たちが単に聞き上手だったにすぎないのか しれない。
と、 だいたいそんな雰囲気の中でアートメディア論専攻は発足した。と言ってしまっていいだろうか。正直に言っ














アニメ・クリエーター志望」 、 「歴史学科にいたけどネットと音楽イベントに関心があり、ひそかにクリエーターを狙う」 、 「美術館の教育普及スタッフ志望」 、そして社会人では「理工系出身の女性画廊主、画廊の発展を目論む」といったところである。かくして、モバイル・インターネット元年にもどうや 遅れているようなアナデジオジサンたちと、何か新しい受け皿を探していたモバイル・インターネット世代の一期生との暗中模索 始まった。まだ、霧の中で、何が飛び出すやらわからない。しかし、この行き当たりばったり感がなん もたまらない。
猛暑のお盆前に最初の中間発表会をやった。場所は一期生の画廊主が経営する千日前の画廊（写真３） 。町屋を
改造した画廊で、 二階には床の間の 和室もある。炎天下、 前 路地ではどうやら夜 お仕事に備え 衣装を繕っているら い商売の女性。夜の帳が下りればネオンもにぎやかに 猥雑感の高まりそ なエリアである。郊外にある大学近辺とは違って、夜の食事も安くて、美味い。身内のご不幸 この日は残念ながらご欠席だった藤村先生がアートメディア論コースのモットーとしてあげておられ 「書物を棄てずに 街に出る」を実践す にふさわしい場所だった。
新入生オリエンテーションの時、私は「研究室を作っていくのは学生」だと言った。どうせアナデジオジサンた
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難さが、ほかならぬ分類作業の（不）可能性そのものに帰着することも明らかである。図書館の蔵書目録にならって複数の分類原理（著者目録、書名目録、事項目録）を導入したり、コピーしたカードを くつか 分類項目 またがって配置する方法を、誰しも一度は試みたことがあるだろう。ネルソンによるハイパーテクストの着想もおそらくはこの点から出発している。
｢ 大学時代、私は論文などの執筆に利用するためにファイルカードを蓄積し始め
たのだが、 すぐに手に負えなく ってしまっ 。 カードの一枚一枚が同時にたくさんの場所に収納される必要があった。複数の文書の途中に貼り付け、しかも別々に書き直す必要があった 文章と文章の間 留まって、前後を関連付けておく必要 あった。紙による保管方法はすべて、関連付けのためには制約が大きすぎ、アイデアの本当の構造を見えなくしてしまうために、役 立た かった
｣ （ネルソン、前掲書） 。同一トピックの重複を許容するカード




































べきだろうか。サイバースペース内部に集積された膨大なトピック＝データよりも、それらのあいだに張りめぐらされたか細いリンク＝ウェブ そが重要だとすれば、これ にわ にイエスと ノーとも答えがたい問題であ 。ブラウザーによる単調なキーワ ド検索や掲示板への付和雷同的 書き込みだけでは、書物に挟みこまれた蛍光色のポストイット、頁の余白に鉛筆書きされたちょっ ピントはず の極私的傍注にも及ぶまい。何はともあ （ささやかだが自前の）リンクやエ リチュールを生産するユーザー自身 自由 創意（ るいは気まぐれ） が、ハイパーテク を真に有用で能産的なものたらしめる。 からハイパーテクストの問題系は、常識的 メディア研究のありふれた対象のひとつにとどまりはしない。 れはわれわれ各人が日常的 実践すべき知のゲリラ活動であり、わがアートメディア論が講座として体現する思考の運動そのものであり さらには文化動態論専攻の全体がよってたつ最終的な組織原理ですらあるだろう。ただしドゥルーズ＝ガタリ ならって、 「われわれの脳内から樹木を根こそぎ抜去せよ！」 （ 『千のプラ ー』 ）とまで煽動するつ り ない。むしろ線形 思考を非線形的思考に転換し、伝統的書物をハイパーテクストへと分散＝展開させるためには、 れなりに繁茂した樹木たちの枝・幹・
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根をよじり合わせ、さしあたりは不格好な森林
もどき0
を出現させるだけで十分ではないだろうか。少なくとも既存
の専門諸領域というハードウェアに寄生しつつ、それらの境界面ににわか造りの接続回路を設置して、ときには自閉的な情報の
出アウトプット
力＝解放
を導くとともに、ときには偶発的なショートカットやシステムエラーを生じさせもする、
軽便で汎用性に富んだソフトウェアたらんことを、われわれは全力を挙げてめざしたく思う。
（文学研究科准教授）

写真１「交番をそのまま生かした小劇場」
写真２「皇太子を迎えた館」
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写真３「アートメディア論・中間発表会」
（二〇〇八年八月二日）
